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過去の状況
石川県能登地方では、2018年頃から地震回数が増加傾向
にあり、2020年12月から地震活動が活発になり、2021年
７月頃からさらに活発になっていた。2023年５月５日に
はM6.5の地震（最大震度６強）が発生し、以降、地震活
動がさらに活発になっていたが、時間の経過とともに地
震の発生数は減少していた。

地震規模
2024年１月１日16時10分に石川県能登地方の深さ16km
でM7.6の地震（最大震度７）が発生し、石川県志賀町で
震度７を観測したほか、北陸地方を中心に北海道から九
州地方にかけて震度６強～１を観測した。この地震の発
震機構は北西－南東方向に圧力軸を持つ逆断層型で、地
殻内で発生した地震である。これまでの地震活動及び地
殻変動の状況を踏まえると、2020 年 12 月以降の一連の
地震活動は当分続くと考えられる。

津波の状況
輪島港（港湾局）観測点で 1.2m 以上、金沢（港湾局）
観測点で 0.9m（いずれも速報値）など、北海道から九
州にかけての日本海沿岸を中心に津波を観測している。
そのほか、空中写真や現地観測から、能登半島等の広い
地域で津波による浸水が認められた。それらの地域では、
４ｍ以上の津波遡上高を観測している地域がある。

令和６年能登半島地震の概要
2024年1月1日16時10分 M7.6 最大震度７

3Chapter 01
令和６年能登半島地震の概要

（出典：政府の地震調査研究推進本部 地震調査委員会「令和６年能登半島地震の評価」（令和６年１月15日））

（出典：「兵庫県支援本部会議資料」）
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カウンターパート方式による支援
関西広域連合では、1月2日に災害対策支援本部を設置し、１月4日に災害対策支援本部会議を開催。同会議でカウンター
パート方式により甚大な被害を受けた石川県を支援する方針を決定。これを受け、各構成団体がカウンターパート支援を
行う石川県内の自治体を決定。

兵庫県の対口支援先は珠洲市。

支援体制
4Chapter 02

支援体制

関西広域連合での支援

1月2日にリエゾンを派遣し、1月4日に現地支援本部（石川県庁内）を設置。
1月6日に珠洲市現地連絡所（珠洲市役所内）を設置。
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兵庫県支援本部を設置
兵庫県で支援本部を１月５日に設置。同日、先遣隊２名を支援ニーズ調査のため、珠洲市に派遣。

5Chapter 02
支援体制
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6Chapter 02
支援体制

兵庫県版支援スキーム
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7Chapter 02
支援体制現場のニーズに合った人的・物的支援
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支援ニーズ調査
1月4日から珠洲市に派遣された環境省近畿地方環境事務所を
通じ、支援ニーズを調査。

⇒・珠洲市の浄化センター、奥能登クリーン組合のごみ処
理施設とも稼働停止。

・避難所等からのし尿を浄化センターの受入槽に一時貯留。
・受入槽は30m3であり、満杯に近づいている。
・貯留槽から市外へバキューム１台/日で搬出中。

⇒ この段取りを管理する職員が足りない

珠洲市から兵庫県へ支援要請
1月8日に珠洲市から、兵庫県のリエゾンに対して以下の支援
要請があった。
⇒ ・各避難所から浄化センター受入槽へのバキューム車での

搬入調整
・受入槽からタンクローリー等での搬出調整

兵庫県環境部の対応
１月11日（木）から「し処理業務」の支援のため、環境科学職２名を派遣
1月17日（水）から「がれき処理業務」の支援のため、環境科学職２名を派遣

8

し尿処理業務・がれき処理業務の支援開始
1月11日から第１班としてし尿処理支援班（環境科学職２名）
を派遣

第１班が把握した新たなニーズを受け、
１月17日から がれき処理支援班（環境科学職２名）を派遣

Chapter 02
支援体制

し尿処理支援第1陣は、珠洲市避難所支援第2陣と合同で出発

がれき処理支援第1陣以降、し尿処理・がれき処理支援班として概ね３日毎
に２名ずつ交代要員を派遣

がれき処理支援第1陣
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珠洲市役所の担当課での課題抽出 9Chapter 05
支援内容

災害廃棄物やし尿を担当する環境建設課の環境係に所属する職員に聞き取りし、現状の課題をきめ細やかに抽出

・担当する職員は、課長１名、課長補佐１名、職員２名の計４名。廃棄物・火葬場・動物関係業務を行っており、
マンパワー不足。

・環境省・石川県が、し尿・ごみ収集車を被災市町へ手配したが、珠洲市内ではうまく巡回していない。
・仮設トイレやし尿・避難所の可燃ごみ・資源ごみの回収の問合せが殺到し、珠洲市職員が個々に対応している。
・今後発生する災害がれき等の片付けごみ、解体ごみの仮置き場の検討ができていない。

環
境
建
設
課
長

管理係

環境係

建築住宅係

都市整備係

上下水道係

３名

４名

３名

６名

６名

副市長

市長
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これまでの支援内容（３月５日時点）
10Chapter 05

支援内容

主に４つの内容を支援：「市職員と同じ目線でのきめ細やかなアドバイス」を珠洲市から求められている

１ 避難所でのし尿や避難所ごみの情報を収集し、珠洲市の環境建設課に情報提供

２ し尿・避難所ごみの運行配車計画の支援

３ 災害廃棄物の仮置場設置に向けた支援

４ 環境省対策本部、近畿地方環境事務所、石川県との連絡調整

（災害廃棄物処理事業費にかかる国庫補助適用の可否やし尿等の回収実績管理を調整）
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避難所でのし尿やごみの情報を収集し、運行配車計画の支援 11Chapter 05
支援内容

① し尿処理支援班：し尿・ごみに関する回収状況や困り事の｢ヒアリングシート｣を作成

② 避難所支援班：｢ヒアリングシート」を用い、避難所の要望をきめ細やかに聴取し、結果を集約

③ し尿処理支援班：結果を元に収集頻度等を設定し、「配車計画システム｣作成。珠洲市に提供。

④ 珠洲市：「配車計画システム」や結果を用い、配車（避難所のし尿やごみ収集頻度を適正化、収集を効率化）

⑤し尿処理支援班：し尿の一時貯留場所（浄化センター受入槽）や避難所ごみの仮置場（同センター内）を確認

②【避難所支援班】
シートを用いたヒアリング・集約

④【珠洲市】
収集車を配車

⑤珠洲市浄化センターで
搬出入管理を調整

①【し尿処理支援班】
ヒアリングシートを作成

ヒ
ア
リ
ン
グ

配
車
計
画

配
車
調
整

③【し尿処理支援班】
し尿・避難所ごみ収集車配車計画システム作成

避難所支援班と連携

道路状況が悪い部分は自衛隊とも協力し、約70か所ある避難所すべて聞き取り済み。聞き取り頻度は、毎日～１週間程度の頻度。

■支援フロー
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支援内容

参考：珠洲市内のし尿・ごみの処理状況（２/10時点） 珠洲市建設環境課へのヒアリング結果

2/15以降、地元業者すず環境、全都清が生活ごみ（ステーション）を回収予定

〇避難所
奥能登クリーンセンタ－

（資源化）平ボディ車又はコンテナ車 １台（全都清）

＜資源ごみ＞

珠洲市浄化センター
ピット30m3

＜し尿＞

巡回
羽咋郡市広域圏事務組合衛
生センタ－等（し尿処理）

バキューム車（地元業者アメニティ）

仮設トイレ
(避難所設置)

バキューム車（石川県保全協）

バキューム車（石川県保全協 平日・休日５～９台）

個人宅等、
仮設トイレ
(事務所設置)

珠洲市浄化センター
仮置場

＜可燃ごみ＞

巡回

金沢市クリーンセンタ－、
石川県内市町等
（焼却）

パッカー車（石川県産資協２台、全都清）平ボディ車（石川県産資協 １台）

〇避難所

平ボディ車（福井県 ２台（回収場所は１日交代）） 福井県内（焼却）

※携帯トイレ由
来袋入り液状物
含む

〇生活ごみ（ステーション）

珠洲市浄化センター
仮置場

巡回
金沢市クリーンセンタ－、

石川県内市町等
（焼却）

平ボディ車（地元業者すず環境２台、全都清）

パッカー車（全都清 台数変数）

パッカー車 全都清（2月～)   台数 変数

※缶、びん、ペットボトル、段ボール、古紙

巡回

パッカー車（石川県産資協２台、全都清）

※石川県産資協には１週間単位で依頼
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災害廃棄物の仮置場設置に向けた支援
仮置場候補地の選定、レイアウト作成、チラシ作成、関係者との調整

13Chapter 05
珠洲市の支援内容

被災家屋からの片付けごみ、解体がれきを受け入れる仮置場の候補地を選定

発生量の推計や仮置場レイアウト検討など、珠洲市に合った仮置場を検討

仮置場開設に向けた住民への周知方法の提示（わかりやすく工夫したチラシの提案）

※仮置場設置に伴う注意点

①搬入にあたっての分別の周知徹底、②スムーズなごみ搬入の確保

③二次災害の予防（火災など）

珠洲市・環境省・石川県・事業者と協議

仮置場候補地の現地確認

仮置場のレイアウト作成

チラシ作成
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仮置場の位置図 (2/10時点） 14Chapter 05
支援内容

片付けごみ仮置場（候補地含む）：①～③ 解体ごみ仮置場：④

③
①

②

④
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珠洲市の現地状況
倒壊した建屋、ひび割れした道路

15Chapter 04
珠洲市の被害状況
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し尿処理の現地状況
仮設トイレの設置状況、トイレの使用状況、汚物の保管状況

16Chapter 06
現地写真
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し尿処理の現地状況
移動式水洗トイレの設置状況、し尿のくみ取り状況

17Chapter 06
現地写真
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避難所ごみの現地状況
避難所ごみの保管状況、避難所ごみ仮置場の状況

18Chapter 06
現地写真
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片付けごみ・災害廃棄物の仮置場、関係機関との打合せ状況等
仮置き場の現地確認状況、関係機関等の打合せ状況、し尿くみ取り窓口対応

19Chapter 06
現地写真
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20
片付けごみ・災害廃棄物の仮置場、関係機関との打合せ状況等
仮置場の現地確認状況

Chapter 06
現地写真




